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は
じ

め

に

　
六

朝
期
に

数
多
く
編
纂
さ

れ
た

志
怪
小
説

集
は
、

干

宝
の

『

捜
神

記
』

序
文
か

ら

も
見
て

取
れ
る

よ

う
に

、

歴

史
の

補
遣
と
し

て

の

性

格
を

持
っ

て

い

た
。

当
然
そ
こ

に

収
め

ら
れ
た

説
話
は
、

当
時
の

民

間
伝
承
も

数
多
く
含
み
、

聞

き
書
き
と
し

て

記
録
さ

れ
て

い

た

と

考

え

ら

れ
る

。

ま
た
、

そ
の

歴

史
の

補
遺
と
し

て

の

牲
質
か

ら、

編
者

に

よ

る

意
図
的
な
創

作
は

加
え

ら
れ
て

い

な
い

よ

う
に

思
わ

れ
る

。

　
こ

の

よ

う

な

性
格
を
持
つ

志
怪
小
説
集
の

中
で

、

数
多
く
記

録
さ

れ
て

い

る

話
の
一

つ

に
、

「

死
」

が

あ
る

。

本
論
考
で

は
、

六

朝
の

代

表
的

説
話
集
で

あ
る

『

捜
神
記
』

『

捜
神

後
記
』

『

異

苑
』

、

さ

ら
に

魯

迅

輯
『

古

小

説
鉤
沈
』

を

テ

キ

ス

ト

に
、

当
時
の

人
々

が

死
後
の

世

界
を

ど

う
と

ら

え
て

い

た

か

に

つ

い

て
、

地
理

的
分
布
と

歴
史
的
変

遷
の

二

点
に

注
目
し
、

考
察
を

加
え
て

み

た

い
。

　
そ
れ
で

は
、

ま

ず

最
初
に

六

朝
志
怪
以

前
に

、

死

後
の

世
界
が

ど

の

よ

う
に

考
え

ら
れ

て

い

た

か
、

整
理
し

て

お

こ

う
。

古
楽
府
の

中

に
、

死
後
の

世

界
を

描
い

た

も
の

が

い

く
つ

か

存
在
す
る

。

例
え
ば
、

『

孤

児

行
』

に

次
の

よ

う
な
句
が

あ
る
。

　
　
居
生
不

楽
、

不
如
早
去

、

下

従
地

下
黄

泉。

（

居

生
楽
し

か

ら

ざ

　
　
れ

ば
、

如
か

ず

早

く
去
り
て

、

下
の

か

た

地
下
の

黄

泉
に

従
は

　
　
ん

に

は
）

こ

の

中
で
、

死

後
の

世
界
と
し

て

意
識
さ

れ
て

い

る

の

は
、

地

下
に

あ
る

「

黄
泉
」

と
い

う

場

所
で

あ
る

。

同
様
に
、

古
楽
府
『

焦
仲
卿

妻
』

に

も
こ

の

「

黄
泉
」

と
い

う

場
所
が

う
た

わ

れ
る

。

　
　
卿
当
日

勝
貴、

吾
独

向
黄

泉
。

（

卿
は

当
に

日

に

勝
れ

貴
か

る

　
　
べ

し
、

吾
は

独
り

黄

泉
に

向
は

ん
）

黄

泉
不

相
見、

忽
違
今
日

言
。

（

黄
泉
に

て

相
見
え

ず
と

な

ら
ば

、

忽

　
　
ち

今
日
の

言
に

違
ふ

べ

し
）

こ

れ

ら
の

楽

府
か

ら、

当
時
の

人
々

が

死
後
の

世

界
と
し

て
、

地
下

の

「

黄

泉
」

と
い

う
場

所
を

意
識
し

て

い

た

こ

と

が

う
か

が

え
る

。

　
地

下
で

は

な

く
、

地
上

に

そ

の

よ

う
な

世

界
が

あ
る
と
い

う
考
え

方
も

ま
た

存
在
し

て

い

た

よ

う
で

あ
る

。

同

じ

く

古

楽
府

『

蒿
里

曲
」

の

中
に
、
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蒿
里

誰
家
地、

聚
斂
魂
魄
無
賢
愚

、

鬼
伯
一

何
秬
催
促

、

人

命

　

　

不

得
少
踟
躊。

（

蒿
里
は

誰
が

家
の

地
ぞ
、

魂
魄
を

聚
斂
し

て

　

　

賢
愚
無
し
、

鬼
伯
一

に

何
ぞ

相
催
促
す
る

や
、

人
命
は

少
し

く

　

　

も
踟
躊
す
る

を

得
ず
）

と

あ
る

よ

う
に
、

「

蒿
里
一

と

い

う
場
所
も
、

死

者
の

行
き
先
と

し

て

考

え

ら
れ
て

い

た

よ

う
で

あ
る

。

　

ま
た
、

『

後
漢

書
』

巻
八

十
二

の

方
術
伝
下
に

次
の

よ

う
な

記

述

が

見

ら
れ
る

。

　

　

許
曼
者、

汝
南
平
輿
之

人
也

。

祖
父

峻、

字
季
山

、

善
ト
占
之

　

　

術、

多
有
顕
験

。

時
人

方
之

前
世

京
房．、

自
云

、

少
嘗
篤
病

、

　

　
三

年
不

愈．．

乃

謁
太
山

請
命

。

行
遇

道
士

張
巨

君、

授
以

方
術

。

　

　

所
著
易

林、

至

今
行
於

世
、

（

許
曼
は

、

汝
南
平
輿
の

入

な
り

。

　

　

祖
父

峻、

字
は

季
山、

ト
占
の

術
を

善
く
し
、

多
く

顕
験
有
り

。

　

　

時
人

之
を

前
世
の

京
房
に

方
ぶ

。

自
ら

云
ふ
、

少
き
と

き
嘗
て

　

　

病
を

篤
く
し
、

三

年
に

し

て

愈
え

ず
。

乃
ち
太

山
に

謁
し

命
を

　

　

請
ふ

。

行
き
て

道
士

張
巨

君
に

遇
ひ

、

授
く
る

に

方
術
を

以
て

　

　

す
。

著
わ

す
所
の

易

林
、

今
に

至
る

も
世
に

行
は

る
）

ま
た
、

同

じ

く
『

後
漢
書
』

巻
九
十
の

烏
桓
伝
に

　

　

如
中
国

人
死
者
魂
神
帰
岱
山
也

。

（

中
国
人
の

死
者
の

魂
神

　

　

岱
山
に

帰
す
る

が

如
き

な
り

）

と

あ
る

。

こ

れ

ら
『

後
漢
書
』

の

記

述
か

ら、

後
漢
の

頃
、

既
に

死

者
の

行
き

先
と
し

て
、

泰
山

を

想
定
す
る

考
え

方
が

あ
っ

た
こ

と
が

う
か

が

え
る

。

　
一

方
、

死

者
が

天
に

昇

る

と

い

う
考
え

方
も

あ
（

．

た

よ

う
で

、

『

楚
辞
』

大
招
の
、

　
　
魂
乎
帰
来、

鳳
凰

翔
只
。

（

魂
よ

帰
り

来
た

れ、

鳳
凰

翔
く

）

と
い

う

句
は
、

死

者
の

魂
が

神
鳥
で

あ
る

鳳

凰
に

導
か

れ

天
に

行

く

　
　
　
　
　
　
の

こ

と
を

意
味
す
る

。

ま
た
、

馬
王

堆
漢
墓
か

ら

出
土
し

た

帛
画
に

は
、

昇
仙

図
が

描
か

れ
て

お

り、

死
老
が

崑

崙
山
に

昇

仙
す
る

と
い

う

考

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　
　

き

え

方
が

あ
っ

た

こ

と

が
、

う
か

が

え
る

。

　
こ

の

よ

う
に
、

六

朝

以

前
に

は

様
々

な

場

所
が

死
者
の

行
き
先
と

し

て

想
定
さ

れ

て

い

た

の

で

あ
る

が
、

そ

れ
で

は
、

六

朝
の

志
怪

小

説
に

お

い

て

は
、

い

か

な
る

場
所
が

死

者
の

行
き

先
と
し

て

考
え

ら

れ
て

い

た

の

で

あ
ろ

う
か
。

　
志
怪
に

見
ら

れ

る
死

後
の

世

界
の

話
か

ら、

　一

体
我
々

は

何
を

読

み

取
る

こ

と
が
で

き
る

か
、

こ

の

こ

と
に

関
し

て

は
、

従
来
様
々

な

論
考
が

重
ね

ら
れ
て

き
た

。

例
え

ば
、

前
野
直
彬
氏
は

、

六

朝
志
怪

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
さ

小

説
の

冥
界

訪
問
譚
に

関
し

て
、

次
の

よ

う
に

述
べ

る．、

　
　
　
六

朝
の

小
説
は

珍
し

い
、

ふ

し

ぎ
な

話
へ

の

驚
異
や
好

奇
心、

　
　
ま
た

は

素
朴
な

疑
問
か

ら

出
発
し

た

と

言
え

よ

う
。

そ
れ
は

中

　
　
国

人
の

「

原
始

的
一

な
信

仰
に

根
ざ
し

て

い

る
。

そ

の

信
仰
の

　
　
色
が

あ
せ

始
め

た

と

き、

話
は

し

だ

い

に

興
味

本
位
な
も
の

へ

　
　
と

移
っ

て

い

っ

た
。

人

間
界
の

事
象
か

ら
の

類

推
や

想

像
が

遠

　
　
慮
無
く

神

秘
の

世
界
へ

割
り

こ

ん

で
、

話
を

お

も
し

ろ

く
し

て

　
　
ゆ

く
の

で

あ
っ

た
。

　
　
　
し

か

し

冥
界
游
行
の

話
に

は
、

そ
の

神

秘
性
の

崩
壊

す
る
一

卜而

N 工工
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歩

手
前
の

と
こ

ろ

で
、

強

力
な

支
柱
が

入
っ

た
。

仏
教
の

信
徒

　

　

た

ち

は

冥
界
を

再
組
織
し

て
、

そ
こ

を

游

行
し

て

帰
っ

た

人

物

　

　

を
「

英
雄
」

で

は

な

く
、

来
世
へ

の

恐
怖
に

お

の

の

く
｝

人
の

　

　

人
間
と
し

て

表

現

す
る

こ

と
に

な
っ

た
。

想

像
力
は

敬

虔
な

信

　

　

仰
に

裏
う
ち

さ

れ
て

、

方
向
を
一

つ

に

1

因
果

応
報
の

爽
わ

ぬ

　

　

こ

と

に

と
、

み

ず
か

ら

を

規
制
し

て

し

ま
っ

た

の

で

あ
る
。

こ

こ

で

前
野

氏
は
、

六

朝
の

冥

界
訪
問

譚
を

文

学
の

流
れ
の

面
か

ら
、

考
察
さ

れ
て

い

る
。

し

か

し
、

様
々

な

冥
界
訪

問
譚
を

単

線
的
な

発

展
経

路
と
し

て

と

ら

え

ら
れ
て

い

る

の

に

は
、

不

満
が

残
る
。

志
怪

に

お

い

て

語
ら

れ
る

死

者
の

行
き
先
は
、

大
き
く

分
け
て

次
の

三
つ

で

あ
る

。

　

（

一
）

墓

　

（

二
）

天

　

（

三
）

泰

山

こ

の

他
に

も
、

従
来
の

「

黄
泉
」

「

蒿
里
」

を

描
い

た

も
の

も
あ

る

が
、

数
は

わ

ず
か

で

あ
り、

志
怪
小
説
に

お

け
る

死

後
の

世
界
は
、

こ

の

三

つ

が

中
心
で

あ
る

。

　

死
後
の

世
界
が

、

当
時
天
や

泰
山

な
ど
一

つ

に

収
斂
さ
れ
る
こ

と

な
く

語
ら

れ
て
い

た

の

に

は
、

何
ら
か

の

理
由
が

あ
る

は

ず
で

あ
る

。

本
論
稿
で

は
、

特
に

地

理
的

分
布
と
い

う

点
に

注
目
し

、

あ
わ
せ

て

歴
史
的
変
遷
を

も
視
野
に

入

れ
な
が

ら、

六

朝
志
怪
小
説
の

死

後
の

世
界
に

関
す
る

説
話
を

論
じ
て

い

く
こ

と
に

す
る

。

泰
山
と
天

　
本
章
で

は
、

ま

ず
泰
山

と

天
に

注

目
し
て

み
た

い
。

な
ぜ

な

ら、

こ

の

二

つ

の

世
界
は

、

六

朝
の

志
怪

小
説
に

お

い

て
、

明
確
な

死

後

の

世
界
と
し

て

構
築
さ

れ
て

い

る
か

ら
で

あ
る

。

　
ま

ず
、

泰
山
を

死
後
の

行
き

先
と

想
定
し

た

説

話
で

あ
る

。

『

列

　
ゆ

異

伝
』

23
に

次
の

よ

う
な

話
が

あ
る

。

　
　
◎
領

軍
将
軍
蒋
済
の

妻
は
、

夢
で

亡

き

息
子
を

見
た

。

彼
が

語

　
　
る

に

は
、

今
地

下
の

冥
土
に

お

り
、

泰

山
府
の

下

役
人

と
な

り

　
　
苦
し

ん

で

い

る
、

今
太
廟
の

西
に

い

る

孫
阿
は
い

ず
れ

召
さ

れ

　
　
て

泰
山

令
と

な
る
の

で
、

彼
に

私
の

配

置
替
え

を

頼
ん

で

く

れ

　
　
な
い

か
、

と

い

う
こ

と
で

あ
っ

た
。

蒋
済
は

そ
の

話
を

信
じ

な

　
　
い

が
、

妻
に

請
わ

れ
て

人
を

太
廟
に

や
っ

て

み

る

と
、

は

た

し

　
　
て

そ
こ

に

孫
阿
と

い

う

人
物
が

い

た
。

そ
こ

で
、

孫
阿
に

夢
の

　
　
出

来
事
を

語
る

と
、

彼
は

泰
山

令
に

な

る

こ

と
を

喜
び

、

蒋
済

　
　
の

息
子
の

頼
み

を

受

け
入

れ

る
。

そ

し

て
、

蒋
済
の

息
子
が

　
　
い

っ

た

と
お

り
の

時
間
に

、

死
ぬ

。

一

月

あ
ま
り

し

て
、

再
び

　
　
蒋
済
の

息
子
が

母
の

夢
に

現
れ
て
、

転
任
し

て

録
事
と

な
っ

た
、

　
　
と

語
っ

た
。

（

要
約
）

こ

の

説
話
に

お

い

て
、

蒋
生
の

息
子
は
、

母
の

夢
で

次
の

よ

う
に

語

る
。

　
　
死
生

異
路

，

我

生
時
為
卿
相
子

孫
。

今
在
地

下

為
泰
山

伍
伯、

　
　
憔
埣
困
辱
不

可
復
言

。

今
太

廟
西

謳
±

孫
阿

今
見
召

為
泰
山

令
。
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願
母
為
白
侯

、

属
阿、

令
転
我
得
楽
処

。

（

死

生
は

路
を

異
に

　
　
す

。

我
生
ま
れ

し

時
は

卿
相
の

子

孫
た

り
。

今
地

下
に

在

り
て

　
　
泰
山
の

伍
伯
と

為
り、

憔
悴
困
辱
は

復
た

言
ふ
べ

か

ら
ず

。

今

　
　
太
廟
の

西
の

謳
士

の

孫
阿
は

今
に

召
さ

れ
て

泰
山
の

令
と

為
る

。

　
　
願
は

く
は

母

　
為
に

侯
に

白
し

て
、

阿
に

属
み
、

我
を

転
じ
て

　
　
楽
処
を

得
さ
し

め

よ
。

）

こ

の

よ

う
な

表
現
か

ら

も、

蒋
済
の

息
子
は

死

後
泰
山
に

行
っ

た

こ

と
が

わ
か

る
だ

ろ
う

。

　
こ

の

よ

う
に

、

死
者
が

泰
山
へ

赴
く
と

い

う

設
定
の

説
話
は
、

志

怪
小

説
集
に

は

八

話
を

数
え
る

こ

と

が

で

き

る
。

次
の

『

捜
神
記
』

74
の

胡
母

班
の

話
も

泰
山
を

描
く

説
話
の

代
表
的
な

も
の

で

あ
る

。

　
　
◎
胡
母
班
が
、

か
つ

て

泰

山
の

か

た

わ

ら
を

通
り

か

か

っ

た

と

　
　
こ

ろ
、

泰
山

府
君
に

呼
ぼ

れ、

府
君
の

宮

殿
に

行

く
。

彼
は

そ

　
　
こ

で

手
紙
を
娘

婿
の

河
伯
に

届

け
て

も
ら
え
な
い

か
、

と

頼
ま

　
　
れ
る

．

胡
母
班
は

そ
の

頼
み

を

受
け
入

れ
、

手
紙
を

河

伯
の

も

　
　
と
に

届
け
る

。

数
年
後

、

再
び

泰
山
の

ふ

も
と

を

通
り
か

か
っ

　
　
た

胡
母

班
は

、

報
告
の

た

め

府
君
に

会
う．、

廝
に

立
っ

た

胡
母

　
　
班
は

、

そ
こ

で

首
か

せ

を
つ

け
て

労
役
に

服
し

て

い

る

父

を

見

　
　
る

。

父
は
、

胡
母
班
に

こ

の

労

役
を

免
れ

、

土

地

神
に

な

れ
る

　
　
よ

う
、

府
君
に

口

を

き
い

て

く

れ
、

と

頼
む。

府
君
は

「

生
と

　
　
死
は

世
界
が

異

な
っ

て

お

り
、

お

互
い

近
づ

い

て

は

い

け

な

　
　
い
」

と
い

う
が

、

班
が
し

き
り

に

請
う
の

で
こ

れ

を

許
し

た
。

　
　
一

年
あ
ま

り

し

て
、

胡
母

班
の

子
ど

も
が

次
々

に

死
ん

で

し

ま

　
　
う

。

班
は
、

ま

た

泰
山
に

行

き
府
君
に

哀
れ
み

を

請
う

。

府
君

　
　
は

班
の

父
を

召
還
し

、

彼
に

問
う
た

と
こ

ろ
、

孫
た

ち
を

呼
び

　
　
寄
せ

た
、

と

答
え
た

。

そ
こ

で
、

府
君
は

役
職
を

交
代
さ
せ

た
。

　
　
こ

れ

以
降

、

子
ど

も
は

つ

つ

が

な

く
育
っ

た
。

（

要

約
）

こ

の

説
話
に

お

い

て

も
、

胡
母
班
は

、

泰
山
の

府
君
の

も

と
で

、

自

分
の

死
ん

だ

父

親
と

出

会
っ

て

お

り、

泰
山
が

死

者
の

行
き
先
と

し

て

設
定
さ

れ
て

い

る

こ

と

が

わ

か

る
。

他
に

も、

　
　
◎

臨…
襠

県
の

蔡
支
が

道
に

迷
い
、

泰
山

府
君
の

所
に

行
く

。

外

　
　
孫
の

天
帝
に

手

紙
を

渡
す
こ

と

を

依
頼
さ

れ

る
。

【

吾
太
山

神

　
　
也
】

（

『

列

異

伝
』

41
）

　
　
◎

南
陽
郡
の

賈
偶

が

病
を

得
て

死
に
、

吏
に

連
れ

ら
れ
て

泰

山

　
　
に

行
く

。

【

時
有
吏

、

将
詣
太
山
】

（

『

捜
神
記
』

細
）

　
　
◎

沛
国
の

張

伯
遠
が

十
歳
の

時、

病
で

死
ん

だ
。

泰
山
の

ふ

も

　
　
と

で

十
人

あ
ま

り

の

子
供
を

見
た．、

生
き

返
っ

て

後
年
泰
山
に

　
　
行
っ

て

み

る

と
、

そ
の

時

見
た

光
景
の

よ

う
で

あ
っ

た
。

【

見

　
　
泰
山

下

有
十

余
小

児
】

（

『

甄
異

伝
』

11
）

　
　
◎

桓
哲
が

豫
章
郡
に

い

る

と

き
、

夢
に

兵

卒
と

な
っ

て

太

守
梅

　
　
元

龍
が

泰
山

府
君
と
な

る

の

を

迎
え
た

。

梅
元
龍
は

夢
に

桓
哲

　
　
が

、

卒
と

な
っ

て

自

分
を

迎
え
に

く
る

の

を

見
た

。

二

人
は

と

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
の

　
　
も
に

死
ん

だ
。

【

迎
卿
来
作
泰
山

府
君
】

（

『

捜
神
後
記
』

36
）

　
　
◎
机
を

作
る

の

が

巧
み

で

あ
っ

た

歴
陽

郡
の

石
秀
之
は

太
山

府

　
　
君
に

召

さ

れ
、

劉

政
を

連
れ
に

来
た

役
人
に

推

薦
し

た

と
こ

ろ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
む

　
　
彼
は

死
ん

だ
。

【

太
山

府
君
相
召
】

（

『

異

苑
』

瓣
）
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◎
北
府
の

索
盧
貞
は
、

寿
命
が

き
て
い

な
い

に

も
か

か

わ

ら
ず

、

　

　

上

役
が

官
吏

を
必

要
と
し

て

い

る

た
め
、

冥
土
に

呼
ぼ

れ
る

が
、

　

　

別
の

人
を

推

薦
し

て

帰
る
。

途
中
か
つ

て

の

隣
人
が

、

泰
山
の

　

　

門
主
と

な
（、

て

い

る

の

に

会
う

。

そ
し

て

彼
か

ら

彼
の

妻
に

伝

　

　

言
を

頼
ま

れ
る

。

【

為
太

山

門
主
】

（

『

幽
明

録
』

伽
）

と
い

っ

た

説
話
が

あ
る

。

　

ま
た
、

仏
教
的
な

色
彩
の

濃
い

説

話
の

中
に

も、

泰
山
が

取
り

込

ま

れ

語
ら

れ
て

い

く
。

例
え
ば

次
の

よ

う
な

話
で

あ
る

。

　

　

◎
巴
丘

県
の

巫
師

舒
礼
が
、

晋
の

永
昌
元

年、

病
で

死
ぬ

。

土

　

　

地
神
が
、

彼
を

泰
山
に

護
送
し

よ

う

と

し

た
。

舒
礼
は

最
初

、

　

　

仏
教

徒
と

間
違
え
ら
れ
、

福
舎
に

連
れ
て

い

か

れ
る

。

し

か

し
、

　

　

舒
礼
が

生

前
淫

祠
を
つ

か

さ

ど
る

巫

師
で

あ
っ

た

こ

と

が

判
明

　

　

し
、

改
め

て

泰
山
に

送
ら
れ
、

責
め

苦
を

受
け
る．．

寿
命
簿
を

　

　

点
検
し

た

結
果

、

寿
命
が

尽

き
て

い

な

い

こ

と
が

わ
か

り
、

再

　

　

び

殺

生
と

淫

祠
を

行
っ

て

は

な
ら
ぬ

と
、

府
君
よ

り

命
ぜ

ら

れ
、

　

　

生
ぎ

返
る．、

舒
礼

は

二

度
と

巫

師
の

仕
事
を

す

る

こ

と

は

な

　

　

か
っ

た
。

（

要
約
）

（

『

幽
明

録
』

82
）

こ

の

説
話
で

は
、

現
世
で

巫
師
と

い

う

淫
祀
を
つ

か

さ
ど

る

舒
礼
と

い

う
人
物
が
、

土

地

神
に

連
れ

ら
れ
て

泰
山
に

行

き、

地
獄
の

責
め

苦
を

受
け
る

。

仏
教
の

側
か

ら

民
間
信

仰
を

攻
撃

す
る

と
い

う

意

図

の

も
と
で

作
ら
れ

た

と

思
わ

れ
る

も
の

で

あ
る

が
、

こ

こ

で

も

死

者

の

行
き
先
は

泰

山
で

あ
る

。

以
上
の

説
話
に

お

い

て
、

そ
の

舞
台
と

な
っ

た

場
所

を

挙
げ
る

と

次
の

よ

う
に

な
る

。

臨
蒲

県
（

『

列
異

伝
』

41
）

泰
山

（

『

捜
神
記
』

74
）

南
陽
郡
（

『

捜
神
記
』

謝
）

沛
国

（

『

甄

異

伝
』

11
）

豫
章
郡

（

『

捜
神
後
記
』

36
）

歴

陽
郡
（

『

異
苑
』

胼
）

巴
丘

県
（

『

幽
明

録
』

82
）

京
口

県
（

『

幽
明

録
』

鵬
）

　

次
に

死

後
天
に

昇
ぽ

る

説
話
に

つ

い

て

考

察
す
る

。

志
怪
小

説
集

の

中
で

は
、

こ

の

型
は

十
六

話
を

数
え
る

こ

と

が

で

き
る
、

ま

ず
、

『

捜
神

記
』

跏

の

説
話
を

挙
げ
て

み

よ

う
。

　

　

◎
呉
の

時、

嘉
輿
の

徐
伯
始
は

病
気
に

な
り

、

道
±

呂

石
に

神

　

　

座
を

ま
つ

ら
せ

た
。

石
を

手

伝
わ

せ

る

た

め

二

入
の

弟

子
も
呼

　

　

び

寄
せ

た
。

石
が

昼

寝
を

し

て

い

た

と
こ

ろ
、

夢
に

天
に

上

り
、

　

　

北
斗

門
の

と

こ

ろ

で

鞍
を

外
し

た

馬
三

頭
を

み

た
。

石
は

そ
こ

　

　
で

自
分
達
が

死
ぬ

の

を
知
り
、

仕
事
を
や

め

家
人
と

別
れ
る

た

　

　
め
、

そ
の

地
を

去
っ

た
。

一

日

お
い

て
、

三

人
は

同
時
に

死
ん

　

　
だ

。

（

要

約
）

こ

の

説
話
は

、

呂

石
が
、

夢
に

天
の

北
斗
門
に

昇
る
こ

と
で

、

自
分

の

死

期
を

悟
る

と
い

う

も
の

で

あ
る

。

こ

こ

で

は
、

死
後
の

行
き
先

と
し

て

天
が

想

定
さ

れ
て

い

る．．

他
に

も

次
の

十
五

話
が

そ
う
で

あ

る
。

　

　

◎
会
稽
郡
の

賀
璃
が

死
ん

で
、

役
人
に

連
れ

ら

れ

天
に

昇
る

。
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【

吏
人
将
上

天
】

（

『

捜
神
記
』

謝
）

◎
呉
興

郡
長

城
県
の

戴
洋
が

死
ん

で
、

天
に

昇
り

酒
蔵

吏
と

い

う

役
職
に

つ

く
。

【

天
使
其
為
酒
蔵
吏
】

（

『

捜
神
記
』

鯔
）

◎
臨
海

郡
松

陽
県
の

柳

栄
が

死
ん

で
、

天
の

北
斗
門
に

昇
る

。

【

上

天

北
斗
門
下
】

（

『

捜
神
記
』

躅
）

◎
楽

安
県
の

章
沈
が

、

死
ん

で
、

天
に

昇
る、．

【

被
録

到
天

曹
】

（

『

甄
異
伝
』

9
）

◎
呉
の

時、

王

姥
が

か
つ

て

九

歳
の

時
死
に
、

北
斗

君
に

ま

み

え
る

。

【

挟
将
飛
見

北
斗

君
】

（

『

幽
明

録
』

57
）

◎
晋
の

元
帝
の

時
、

甲
と

い

う
人

物
が
、

寿
命
が

尽
き
て

い

な

い

の

に

天
に

召

さ
れ

る
。

【

見
人
将
上

天

詣
司

命
】

（

『

幽

明
録
』

70
）

◎
蔡
謨
は

、

新
た

に

死
者
の

出
た

家
か

ら
、

老
婆
が

天
に

昇
っ

て

い

く
の

を

見
た

。

【

飄

然
升
天
】

（

『

幽［

明

録
』

77
）

◎
桓
玄
の

時
、

疫
病
で

死
ん

だ

牛
の

肉
を

食
べ

た

人
が
、

天
上

に

連
れ
て

い

か

れ
よ

う
と

し
て

い

た
。

し

か

し
、

高
貴
な

人
物

の

言
葉
に

よ
っ

て
、

生

き
返
る

こ

と
が
で

き
た

。

【

将
至

天
上
】

（

『

幽

明
録
』

田
）

◎
曲
阿

県
で
、

一

人
が

病
で

死
に
、

天
上
で

父
に

あ
う

。

【

見
父

於
天
上
】

（

『

幽

明

録
』

跏
）

◎
王

文
度
が

広
陵
郡
を

治
め

て

い

た

と

き、

鬼
が

現
れ

天
上
の

官
に

召
す
こ

と
を

告
げ
る

。

王
は

病
で

死

ん

だ
。

【

今

所
作
是

天

上
官
也
】

（

『

幽
明

録
』

僻
）

こ

れ
ら

の
、

よ

う
に

な
る

。

嘉
興
県
（

『

捜
神
記
』

会
稽
郡
（

『

捜
神
記
』

◎
東
莱
郡
の

王

明
児、

家
は

江
西
地

方
に

あ
っ

た

が
、

死
ん

で

「

年
後
天
の

役
所
の

許
可
を

得
て
、

し

ぼ
ら
く

家
に

帰
っ

て

く

る
。

【

天

曹
許
以

暫
帰

。

】

（

『

幽

明
録
』

跚
）

◎
衡
陽
太
守
の

王

矩
は

、

長
沙

郡
で

知
人
に

会

う
。

彼
は

鬼
で

、

天
の

使
い

と

し
て

迎
え
に

来
た

と

告
げ
る

。

数
ヶ

月

後
、

彼
の

渡
し

た

手
紙
を

見
る

と
、

そ
れ
は

左
司
命
主

簿
に

任
ず
と
い

う

も
の

で

あ
っ

た
。

王

矩
は

病
で

死
ん

だ
。

【

天
上

京
兆
、

身
是

鬼
】

（

『

幽

明

録
』

跚
）

◎
豫
章
郡
の

胡
庇
子
が

武
昌
郡
の

丞
で

あ
っ

た

こ

ろ
、

鬼
に

よ

る

災
い

が

起
き

、

天
上

で

御
史
と

な
っ

た

知
人
の

使
い

が

仏
道

に

帰
依
す
る

よ

う

伝
え
に

現
れ
る

。

【

陶

令
処
福
地
、

作
天

⊥

御
史
】

（

『

述
異
記
』

50
）

◎
陶
継
之
は

、

秣

陵
県
の

県
令
で

あ
っ

た

と

き
、

無
実
の

楽
人

を

処
罰
し

て

し

ま

う
。

ほ

ど

な

く
し

て
、

楽
人
が

夢
に

あ
ら
わ

れ
、

天

帝
に

訴
え
た

言
い

分
が

認
め

ら

れ
た

か

ら

迎
え

に

き
た

と

告
げ
る
。

【

訴

天
得
理
】

（

『

述
異
記
』

53
）

◎
烏
程
県
の

丘

友
は

、

死
ん

で

天
に

連
れ
て

い

か

れ
、

一

日

半

し

て

再
び

生

き
返
り

、

見
て

き
た

こ

と

を

話

し

た
。

【

将
去
上

天
。

】

（

『

録
異
伝
』

16
）

　
　
　
説
話
の

舞
台
と

な
っ

て

い

る

と
こ

ろ

を

挙
げ
る

と

次
の

謝 260
） 　）
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く凡 例冫

★ ば 泰 江 に 調す る 説 話

鬯 は 天に 関す る 説話

★ ■の 蟹に は，それ が い か なる 謇麹

に 喉せ られ て い る か を記 し た ，

列　 列 異f
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ri　 ，，異信

後 　 埀神後 記
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こ
　 　 　 　 厂

死後泰山へ 行 く説話 と、天 へ 行く説話の分布図 1

呉
興
郡
の

長
城
県
（

『

捜
神

記
』

躅
）

臨
海
郡
の

松
陽
県
（

『

捜
神

記
』

躅
）

臨
海
郡
の

楽
安
県
（

『

甄
異

伝
』

9
）

長

沙
郡
（

『

幽
明

録
』

堋
）

曲
阿
県
（

『

幽
明

録
』

跏
）

武
昌
郡
（

『

述
異
記
』

50
）

秣
陵
県
（

『

述
異
記
』

53
）

烏
程

県
（

『

録
異
伝
』

16
）

　
以
上
の

よ

う
に

、

泰
山
と

天
に

い

く

説
話
の

舞
台
と

な
っ

た

地

名

を

列
挙
し

て

み

る

と
、

一

つ

の

こ

と
に

気
が

つ

く
。

す
な
わ
ち

、

泰

山

を

死
後
の

世
界
と

す
る

の

は
、

北
の

地

方
で

、

天
を

死
後
の

世
界

と

す
る

の

は
、

南
の

地

方
だ

と
い

う
こ

と

で

あ
る

。

こ

れ

を、

地
図

に

表
わ

す
と

、

図
1
の

よ

う
に

な

る
。

　
こ

の

地
図
を

見
れ
ぽ

、

二

つ

の

死

後
の

世

界
の

境
界
が

、

淮
水
に

あ
る
こ

と
は

明
ら
か

で

あ
ろ

う
。

す
な
わ

ち
、

淮
水

以
北
で

は
、

死

後
の

世
界
と

し

て

泰
山
が

語
ら
れ
て

お

り
、

淮
水

以

南
で

は

死

後
の

世

界
と
し

て

天
が

語
ら
れ
る

の

で

あ
る

。

こ

れ

ら
二

つ

の

死

後
の

世

界
は
、

六

朝
期
に

お

い

て
、

地
理

的
に

異
な
っ

た

地

方
で

分
布
し

て

い

た

の

で

あ
る

。

　
こ

の

こ

と
は

、

六

朝
期
に

お

い

て
、

天

と

泰

山
と

い

う
二

つ

の

異

な

る

死

後
の

世
界
が

語
ら
れ
て

い

た

の

は
、

伝
承
さ

れ
て

い

た

地

方

の

違
い

に

よ

る

こ

と

を

意
味
す
る

。

つ

ま

り
、

六

朝
に

お

い

て

は
、

死

に

対

す
る

異
な
っ

た

思

考
様
式
を

持
つ

二

つ

の

地
域
が

あ
っ

た

の
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で

あ
る

．

そ
し

て
、

そ

れ
は

二

つ

の

文
化
圏
の

存
在
を

意
味
し

、

そ

の

境
界
が

淮
水
で

あ
っ

た

こ

と

も、

こ

の

分
布
図
か

ら
も

明
ら
か

で

あ
る

。

　
ま
た
、

死

後
の

世
界
に

は

官
僚
組
織
が

存
在
し

て

い

た
。

こ

の

官

僚
組
織
も
ま
た

、

泰
山
が

語
ら

れ
る

説
話
と
、

天
が

語
ら
れ

る

説
話

と
で

は
、

微
妙
に

異
な

る
。

　

天
の

官
僚
組
織
を

描
い

た

六

朝
初

期
の

説
話
に

は
、

次
の

よ

う
な

記
述
が

見
ら
れ

る
。

　
　
吏
人
将
上

天
、

見
官
府

。

（

『

捜
神
記
』

謝
）

　
　
死

時
、

天
使
其
為
酒
蔵
吏
・

・

（

捜
神
記
』

緇
）

　
　
上

天
北
斗
門
下、

卒
見
人

縛
張
鎚

。

（

『

捜
神
記
』

繝
）

『

捜
神
記
』

謝

の

「

官
府
」

と
い

う

言
葉
か

ら
、

天
に

は

役
所
が

あ

る

こ

と
が

わ

か

る

し
、

「

酒
蔵
吏
」

「

卒
」

と
い

う
言

葉
か

ら、

天
に

は

官
僚
が

い

た

で

あ
ろ

う
こ

と
は

う
か

が

え
る

。

し

か

し
、

泰

山
に

あ
る

官
僚
組
織
と

比
較
す
る

と
、

ど

う
で

あ
ろ

う
か

。

先
の

蒋
済
の

息

子
の

言
葉
を

も

う
一

度
例
と
し

て

あ
げ
て

み

る
。

　
　

今
在
地
下
為
泰
山
伍
伯

、

憔
悴
困

辱
不

可
復
言

。

今
太
廟
西

謳

　
　
士

孫
阿

今
見

召

為
泰
山
令

。

願
母

為
白
侯

、

属
阿

、

令
転
我
得

　
　
楽
処

。

（

『

列

異
伝
』

23
）

こ

こ

で

は
、

先
の

天
に

お

け
る

官
僚
組
織
よ

り

も、

さ

ら
に

厳
格
で

具
体
的
な

組
織
の

図
が

読
み

と

れ
る

で

あ
ろ

う
。

こ

れ
は
、

天
の

官

僚

組
織
が

、

あ
く
ま

で

そ
こ

に

組
織
が

あ
る

と
い

う
こ

と
が

う
か

が

え

る
だ

け
の

比
較

的
簡
単
な
も
の

で

あ
っ

た

の

と
は

異
な

る
。

他
の

例
も

挙
げ
て

み

よ

う
。

　
　
臨
巛
偶

蔡
支
者、

為
県
吏、

会
奉
書
謁

太
守

、

忽
迷
路

、

至

岱

宗

　
　
山

下
。

見
如
城
廓、

遂
入

致
書

。

見
一

官
、

儀
衛
甚
厳

、

具

如

　
　
太
守．、

（

臨
潘
の

蔡
支
は

、

県
吏
為
り
、

会
た

ま

書
を

奉
じ

て

太

　
　
守
に

謁
へ

ん

と

す
る

に
、

忽
ち

路
に

迷
ひ

、

岱
宗
山
の

下
に

至

　
　
る

。

城
廓
の

如
き
を

見
る

に
、

遂
に

入
り

て

書
を

致
す

。

｝

官

　
　
を

見
る

に
、

璧
衛
甚
だ

厳
か

に

し

て
、

具
ふ

る

こ

と

太
守
の

如

　
　
し

。

）

（

『

列
異
伝
』

41
）

　
　
曾
至

泰
山

之
側

、

忽
于
樹
間
逢
　

絳
衣
璃
。

呼
班

云、

「

泰
山

府

　
　
君
召

。

」

班

驚
愕

、

逡
巡
未
答

。

復
有
一

趨
出
呼
之

。

遂
随
行
数

　
　
十
歩

、

鸚

請
班
暫
瞑

。

少
頃

、

便

見
宮
室
威
儀
甚
厳

。

班
乃
入

　
　
閣
拝
謁

。

（

曾
て

泰
山
の

側
ら
に

至
り、

忽
ち

樹
問
に
一

絳
衣

　
　
の

膓
に

逢
ふ

。

班
を

呼
び
て

云
ふ
、

［

泰
山
府
君
召
せ

り
一

と
。

　
　
班
驚
愕
し

て
、

逡
巡
し

未
だ
答
へ

ず
。

復
た
一

駿
の

出
で

て

之

　
　
を

呼
ぶ

有
り

。

遂
に

随
ひ

行
く
こ

と

数
十

歩、

騎

　
班
に

暫
く

　
　
瞑
せ

ん

こ

と
を
請
ふ

。

少
頃
に

し
て

、

便
ち

宮
室
を

見
る

に

威

　
　
儀
甚
だ

厳
か

な
り

。

班

乃
ち

閣
に

入

り
て

拝
謁
す

。

）

（

『

捜
神

　
　
記
』

74
）

　
　
時
有
吏、

将
詣
太

山
。

司

命
閲
簿

、

謂
吏

日
、

「

当
召

某
郡
文

　
　
合

、

何

以
召

此
人。

可

速
遣
之
一

（

時
に

吏
有
り
て

、

将
ゐ
て

太

　
　
山
に

詣
る

。

司

命
簿
を

閲
し

て
、

吏
に

謂
ひ

て

曰

く
、

「

当
に

某

　
　
郡
の

文
合
を

召

す
べ

き
に
、

何
を

以
て

此
の

人
を
召

す
。

速
に

　
　
之
を

遣
る

可
し
」

と
。

）

（

『

捜

神
記
」

纈
）
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こ

れ
ら
も

同
様
に

、

天
の

説
話
に

比

較
す
る

と
、

よ

り

厳
密
で

具
体

的
で

あ
る
こ

と

が
わ

か
る

だ

ろ

う
。

　

以
上
の

よ

う
な
こ

と
か

ら
、

天
の

説
話
に

お

い

て

は
、

そ
の

背
景

に

天
に

対
す
る

素
朴
な
興
味
と

驚
き
が

あ
り

、

そ
の

こ

と

を

語
る

の

に

興
味
の

主

眼
が

あ
っ

た
、

と

い

え

る
の

で

は

な
い

だ

ろ

う
か

。

そ

の

結
果

、

現
実
を

反

映
さ

せ

る

よ

う

な
官
僚
組
織
は

、

そ
の

説

話
の

中
に

明
確
に

持
ち

込
ま
れ

る

こ

と

が

な
か

っ

た
。

一

方
、

泰
山
に

関

す
る

説
話
で

は
、

興
味
の

対

象
が

、

泰
山

そ
の

も
の

よ

り

も
、

そ
こ

に

あ
る

で

あ
ろ

う
冥

界
で

あ
っ

た
。

結
果

、

そ
の

世
界
を

説
明
す
る

た

め
、

現

実
の

世
界
を
反
映
さ
せ

た

よ

う
な
、

官
僚
組
織
を
そ
こ

に

持
ち

込
み

、

一

つ

の

世
界
を

そ
こ

に

構
築
し

て

い

っ

た

の

で

あ
る

。

　
こ

の

よ

う

な

官
僚
組
織
の

語
ら

れ

方
か

ら

見
て

も
、

淮
水

以

北
と

以

南
で

は

思

考
様

式
が

異
な
っ

て

い

た

こ

と

が

わ

か

る
。

　

し

か

し
、

一

方
で

図
1
を

見
て

み

る

と
、

「

死

後
昇

天
」

の

説
話

が
、

淮
水

を

越
え
て

北
に

見
ら

れ

な
い

の

に

対

し

て
、

「

死

後
泰
山

へ

」

と
い

う

説
話
は
、

淮
水
を

越
え

た

と
こ

ろ

に

数
例
見
る
こ

と
が

で

き
る
。

つ

ま

り、

建
康

付
近
に

三

例

（

歴

陽
郡

を

舞
台
と
し

た

『

異

苑
』

即
、

巴
丘

県
を

舞
台
と

し

た

『

幽

明

録
』

82
と
、

京
口

県

を

舞
台
と
し

た

『

幽

明
録
』

伽
）

の

各

説
話
で

あ
る
。

こ

れ
は
、

一

体
何
を

意
味
し

て
い

る

の

で

あ
ろ

う
か

。

　
こ

の

意
味
を

探
る

た

め

に

は
、

天

と

泰
山

、

こ

の

二

つ

の

世

界
を

死
後
の

世
界
と

考
え

る

考
え

方
が
、

淮
水

を

境
に

交
わ

る

こ

と

な

く
、

並

存
し

た

形
で

語
ら

れ

続
け
て

い

っ

た

の

で

は

な
く

、

「

泰
山
」

を

死
後
の

世
界
と

想
定

す
る

考
え

方
が
、

北
か

ら

南
へ

と

流
入

し

て

い

っ

た

と
い

う
、

歴

史
的

変
遷
の

視
点
か

ら
の

考
察
が

必

要
と
な
る

。

二

　
歴
史
的
変
遷
の

原
因

　

死

後
の

世
界
を

、

歴

史
的

変
遷
と
い

う

視

点
か

ら

見
る

と
、

ま

ず

第
一

点
と

し

て
、

仏
教
の

広
が

り
と
い

う
こ

と
が

考
え
ら

れ
る
。

い

ま
ま

で

多
く
の

研
究
者
が

指
摘
し

て

き
た

よ

う
に
、

泰
山

信
仰
は

仏

　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
む

教
の

中
に

吸

収
さ
れ
て

お

り、

そ
の

過
程
に

お

い

て
、

従
来
の

民

間

信
仰
的
な

色

合
の

濃
い

も
の

か

ら
、

仏
教

喧
伝
を

意
識
し

て

創
り

だ

さ

れ
る

物
語
が

成
立
し

て

く
る

。

例
え
ば

「

趙
泰
の

地
獄

巡
り

」

と

し

て

知
ら

れ
る

説

話
で

は
、

趙
泰
は

死
後
泰
山

府
君
の

も
と
に

赴
き

、

そ
の

後
地

獄
巡
り
を

行
な
う

。

こ

の

物
語
は

、

泰
山

府
君
が

仏
の

下

に

位

置
付
け
ら
れ

て

い

る

と
い

う

点
か

ら

考
え
て

も
、

民
間
伝
承

と

い

う
よ

り

も、

明
ら
か

に

仏
教
側
の

創
作
で

あ
る

と

い

え
る

。

語

ら

れ
る

舞
台
は

ど

こ

か

は

っ

き
り

し

な
い

が
、

趙

泰
は

清
河

（

河
北

省
）

の

貝

邸
の

人
と

記
さ

れ
て
い

る

の

で
、

恐
ら
く

は

北

方
系
の

物

語
で

あ
ろ

う
。

　
一

方
、

淮
水

以

南
の

話
と

思
わ

れ
る

も
の

で
、

仏
教
の

影
響
を
色

濃
く
受
け
て

い

る

説
話
も

存
在
す
る

。

そ
れ
が

、

先
に

便
概
を

記
し

た
、

『

幽
明
録
』

82
の

説

話
で

あ
る

。

こ

の

説
話
で

は
、

ま

ず
舒
礼
は
、

仏
教
徒
と

間
違
え
ら

れ、

福
舎
に

送
ら
れ

る
。

そ
の

描
写
は

次
の

よ

う
な

も
の

で

あ
る

。

　
　

路
過
冥
司

福
舎
前

、

土

地
神
問
吏

、

「

此
是
何

等
舎

。

」

吏
日

、
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「

道
人
舎

。

」

土

地

神
日

、

「

是
人

亦
道
人

。

一

便
以

相
付

。

礼
入

　
　

門、

見
数
千

間

瓦
屋

。

皆
懸
竹
簾、

自
然
牀
楊

、

男
女
異

処。

　
　

有
誦
経

者、

唄

偈
者

、

自
然
飲
食
者

。

快

楽
不

可
言

。

（

路
に

冥

　
　

司
の

福
舎
の

前
を

過
る

。

土

地

神

　
吏
に

問
ふ
、

「

此

れ

は

是

　
　
れ

何
等
の

舎
か
」

と
。

吏
日

く
、

「

道
人
の

舎
な

り
」

と
。

土

地

　
　

神
曰

く
、

「

是
の

人
も
亦
道
人
な
り

」

と
。

便
ち
以
て

相
付
す

。

　
　

礼

門
に

入
り
、

数
千

間
の

瓦

屋
を

見
る

。

皆
竹

簾
を
懸
け
、

　
　

自
然
に

牀
楊
し
、

男
女

　
処

を

異
に

す
。

経
を

誦
ふ

る

者
、

偈

　
　
を

唄

す
る

者、

自
然
に

飲
食
す
る

者

有
り

。

快
楽

言
ふ

べ

か

ら

　
　

ず．、
）

し

か

し
、

仏

教
徒
で

は

な
い

と

判

明
し

た

舒
礼
は
、

府
君
の

も
と
に

連
れ
て

行
か

れ
る

。

　
　
太
山

府
君
問

礼、

「

卿
在
世
間、

皆
何
所

為。
」

礼
日
、

「

事
三

万

　
　
六

千

神、

為
人
解
除
祠

祀
。

或

殺
牛

犢
猪
羊
鶏
鴨

。

」

府
君
日

、

　
　

「

汝
佞
神
殺
生

。

其
罪

応
上

熱
熬。
」

（

太
山

府
君

礼
に

問
ふ
、

　
　
「

卿

　
世

間
に

在
り

て
、

皆

何
の

為
す

所
ぞ
」

と
。

礼

　
曰

く、

　
　

「

三

万

六

千
神
に

事
へ

、

人
の

為
に

解
除
祠
祀
す

。

或
い

は

牛

　
　

犢
猪
羊
鶏
鴨
を

殺

す
」

と
。

府
君
曰

く
、

「

汝
　
神
に

佞
り
て

殺

　
　
生
す

。

其
の

罪
応
に

熱
熬
に

上

ぽ
る

べ

し
」

と
。

）

こ

の

描
写
か

ら

も

明
ら
か

な
よ

う
に
、

巫
者
で

あ
っ

た

舒
礼
は
、

責

め

苦
を
受
け
る
こ

と

を

府
君
か

ら

告
げ
ら
れ
る

の

で

あ
る
。

仏

教
を

信
じ
る

も
の

を

優
遇
し
、

そ

う
で

な
い

も
の

を

冷
遇
す
る
こ

れ
ら

の

描
写
か

ら

も、

こ

の

説

話
は

仏
教

喧
伝
を
目

的
と
し

て

創

作
さ

れ
た

も
の

で

あ
る

、

と

考
え

ら
れ
る
。

　
異
界
に

行
っ

た

舒
礼
は
、

淮
水
以
南
の

地
方
の

出

身
者
で

あ
る

。

つ

い

で

時
代
が

下
り

『

冥

祥
記
』

の

よ

う

な

完
全
な

仏
教
説

話
集
と

な
る

と
、

昇
天
の

考
え

方
は

仏
教
の

三

界
の

考
え
方
に

飲
み

込
ま
れ

、

泰
山
の

考
え

方
も

、

結
局
府
君
と
い

う

官
職
の

み

を

そ
の

痕
跡
と

し

て

と
ど
め

る
だ

け
に

な
っ

て

し

ま

う
の

で

あ
る

。

こ

れ
に

つ

い

て

は
、

次
章
で

詳
し

く
述
べ

る
。

　
第
二

に
、

人
の

移
動
が

そ
の

原
因
と
し

て

考
え
ら

れ
る

。

　
　
歴
陽
石

秀
之

、

倏
有
一

人
著
平
巾
袴
褶、

語
之
云

、

聞
君
巧
俾

　
　
班
匠

、

刻
几

尤
妙

、

太

山
府
君
相
召

。

秀
之
自
陳
云

、

劉
政
能

　
　

造、

其
人
乃
去、

数
旬

而
劉
殞

，

石

氏
猶
存．、

劉
作
几

有
名、

　
　
遂
以
致
斃

。

（

歴
陽
の

石

秀
之、

倏
ち
一

人

有
り

平

巾
袴
褶
を

　
　
著
け

、

語
り
て

云

ふ
、

君
の

巧
み

な
る
こ

と

班

匠
に

住

し

く、

　
　
几
を

刻
む
こ

と
尤
だ

妙
な
る
を

聞
く

。

太

山
府
君
　
相
召
す
と

。

　
　
秀
之

自
ら
陳
べ

て

云
ふ

、

劉
政
能
く

造
る

と．、

其
の

人

乃
ち
去

　
　
る

。

数
旬
し
て

劉
　
殞
す

。

石

氏
猶
ほ

存
す

。

劉

　
几
を

作
る

　
　
に

名
有
り
、

遂
に

以
て

斃
を

致
す

。

）

（

『

異

苑
』

癬
）

こ

の

説
話
は
、

仏
教
喧
伝
の

話
で

は

な
い

、

　
し
か

し
、

泰
山

を
死

後
の

世
界
と
し

な
が

ら
、

登

場
人
物
は

淮
水

以
南
の

歴

陽
郡
の

出
身
者
で

あ
る

。

こ

の

こ

と
か

ら

考
え
て

お

そ
ら

く
、

こ

れ
は

淮
水

以
南
の

地

方
で

語
ら
れ
て

い

た

も
の

で

あ
ろ

う
。

が
、

仏
教
の

広
ま

り
と
い

う

第
一

の

理
由
だ

け
で

は
、

ど

う
し
て

南

の

地

方
で

泰
山
が

語
ら

れ
る
の

か、

う
ま

く

説
開
が

つ

か

ず、

第
二
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の

理

由
を

考
え
な

く
て

は

な

ら

な
い

。

そ

れ

に

は
、

次
の

『

幽

明

録
』

以

の

よ

う
な

説
話
が
一

つ

の

ヒ

ン

ト

を

与
え
て

く

れ
る

。

　

　

◎

琅
邪
郡
の

人
で

王

某
と
い

う

人
が
い

た
。

銭
塘

県
に

住
ん

で

　

　
い

た
。

妻
の

朱
氏
が

亡

く
な

り
、

子

供
二

人
が

残
さ
れ

る
。

王

　

　

も
ま

た
、

そ
の

時
に

突
然
死
ん

だ
。

そ
し

て

七
日

後
生
き

返
っ

　

　
て

次
の

よ

う
な
こ

と

を

語
っ

た
。

　

　
　
役
人
に

捕
ら
え

ら

れ、

宮
殿
の

よ

う
な
と

こ

ろ

に

連
れ
て

い

　

　
か

れ
た

。

体
が

大
き

く
雲

気
の

よ

う

な

衣

服

を

着
た

人

物
に

　

　
「

妻
は

既
に

な
く
、

子

供
は

幼
い

の

で

す
」

と

訴

え
る

と
、

特

　

　
別
に

三

十
年
の

期
間
を

与
え

て

く
れ
、

送
り

返
さ

れ
た

。

　

　
　
王

は

は

た
し

て

三

十
年
後
死
ん

だ
。

（

要
約
）

　
こ

の

説
話
は

、

明

確
に

死
後
ど
の

よ

う
な

世

界
に

行
っ

た

か

は

書

か

れ
て

い

な
い

。

し

か

し
、

死

後
の

世

界
の

描

写
か

ら
、

そ
の

推

測

は

可

能
で

あ
る

。

つ

ま

り、

　

　
初
死
時、

有
二

十
余
人
。

皆
烏
衣

見
録
、

録

去、

到
朱
門
白
壁
、

　

　
状
如
宮
殿

。

吏
朱
衣
紫

帯、

玄

冠

介
帳

、

或

所
被

著
悉
珠
玉

相

　

　
連
結

、

非
世
中
儀
服、

復
前
見
→

人
長

大、

所
著
衣

状
如

雲

気

　

　
（

初
め

死
せ

し

時
、

二

十
余
人

有
り
。

皆
烏
衣
に

録
せ

ら
る

。

　

　
録
し

去
ら

れ
て

、

朱
門
白
壁
、

状
は

宮
殿
の

如
き
に

到
る

。

吏

　

　
　
朱
衣
紫
帯、

玄
冠
介
麟

に

し

て
、

或
い

は

被
著
す
る

所

悉
く

　

　
珠
玉

相
連
結
し

、

世
中
の

儀
服
に

非
ず、

復
た

前
む
に
一

人
の

　

　
長
大
に

し

て
、

著
る

所
の

衣

状
は

雲
気
の

如
き
を

見
る

。

）

と
い

う

表
現
で

あ
る

。

こ

の

部
分
は

次
の

、

　
　
…
…

忽
迷

路、

至

岱
宗
山

下
。

見
如

城
廓、

遂
入

致
書

。

見
一

　
　

官
、

儀
衛
甚
厳、

具

如
太

守
…
…

　
（

忽
ち

路
に

迷
ひ
、

岱
宗

　
　
山
の

下
に

至
る

。

城

廓
の

如
き
を

見
る

に
、

遂
に

入

り
て

書
を

　
　
致
す

。

一

官
を

見
る

に
、

儀
衛
甚
だ

厳
か

に

し

て
、

具
ふ

る

こ

　
　
と

太
守
の

如
し

）

（

『

列
異

伝
』

41
）

　
　
　

…

少
頃

、

便
見

宮
室
威
儀
甚
厳

。

班
乃
入

閣
拝
謁
…

…

（

少

　
　
頃
に

し

て
、

便
ち

宮
室
を

見
る

に

威
儀
甚
だ

厳
か

な
り

。

班

乃

　
　
ち

閣
に

入

り

て

拝
謁
す
）

（

『

捜
神
記
』

71
）

と
い

う

泰
山
の

描
写
と

酷
似
し

て

い

る
。

と

い

う
こ

と
は

、

『

幽
明

録
』

捌

の

説
話
は

、

泰
山
に

行
っ

た

と

考
え

る
こ

と
が
で

き
よ

う
。

舞
台
は

、

銭
塘
県
（

会
稽
郡
呉
興

県
の

近

く
）

で
、

死
後
天
に

行
く

と

考
え

ら
れ
て

い

た

地
域

、

そ
し

て

主
人

公
は

琅
邪

郡
の

出

身、

つ

ま

り
死

後
泰
山
に

行
く
と

考
え
て

い

た

地

域
の

出
身
で

あ
る

。

こ

こ

か

ら、

も
と

も
と

北

方
の

出

身
者
が

、

「

死

後
泰

山
へ

」

と

い

う
考
え

方
を

持
っ

て

南
の

地
方
へ

移
動
を

し

た

こ

と

を、

読
み

取
る
こ

と
が

可

能
で

あ
る

。

　
こ

の

よ

う

な、

北
の

死

後
の

世
界
艨
を

持
っ

た

人

間
が

南
に

移
住

し

て
い

く
と
い

う
こ

と
が

、

こ

の

こ

ろ

頻
繁
に

起
こ

っ

て

い

た

と

思

わ
れ

る
。

こ

の
、

人
の

移

動
が

、

　一

番
最
初
に

例
に

挙

げ
た

『

異

苑
』

鰤
の

よ

う
な

、

南
が

舞
台
と

な
り

な
が

ら、

泰
山
に

死

者
が

行

く

説
話
を

語
ら
せ

る

の

で

あ
る

。

　
以
上

述
べ

て

き
た

よ

う
に

、

仏
教
の

広
が

り
と

人

間
の

移

動
、

こ

の

二

つ

の

要
因
に

よ
っ

て
、

南
で

も
北
方
的

な
説
話
が

語
ら
れ

、

同
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時
に

南
の

説
話
の

特
徴
で

あ
っ

た

天
そ
の

も
の

が
、

そ
れ
に

影
響
さ

れ

て

変
化
し

て

い

く
。

　
ま

た
、

第
一

章
で

述
べ

た

官
僚
組
織
の

描
写
に

お

い

て

も、

時
代

が

下
が

る

と
、

天
と

泰
山
の

二

つ

の

世

界
の

差
が

、

あ
い

ま

い

に

な
っ

た

説
話
が

現
れ
て
い

る
。

　
　
見
人
将
上

天
詣
司
命

。

司

命
更
推
校、

算
歴
未
尽、

不

応
柾
召

。

　
　
主
者
発
遣
令
還

。

甲
尤
脚

痛、

不

能
行、

無
縁
得
帰

。

（

人
の

将

　
　
ゐ
て

天
に

上
ぼ

り

司

命
に

詣
る

を

見
る

。

司
命
更
に

推
校

す
る

　
　
に
、

算
歴
未
だ

尽
き
ず

、

応
に

枉

げ
て

召

す
べ

か

ら

ず
。

主
者

　
　
発
遣
し

還
ら
し

む
。

甲
　
尤
も

脚

痛
く、

行
く
こ

と

能
は

ず、

　
　
縁
り
て

帰
る

を

得
る
こ

と

無
し

。

）

（

『

幽
明
録
』

70
）

　
　
被
録

到
天

曹
。

天

曹
主

是
其
外
兄、

断
理

得
免

。

初
到
時

、

有

　
　
少
年

女
子

、

同

被
録

送、

立

住

門
外

。

女
子
見
沈
事
散、

知
有

　
　
力
助

、

因

泣
涕

、

脱

金
釧
一

双

及
臂
上

雑
宝、

託
沈
与
主

者、

　
　
求
見
救
済

。

沈
即
為

請
之、

並

進
釧
物

。

良
久
出

、

語
沈
已

論
、

　
　
秋
英
亦
同

遣
去

、

秋

英
即
此

女
之

名
也

。

（

録
せ

ら

れ
天

曹
に

　
　
到
る

。

天

曹
の

主
は

是
れ
其
の

外
兄、

断

理
し

て

免
る

る

を

得
。

　
　
初
め

到

り
し

時
、

少

年
の

女

子

有
り、

同

じ

く
録
送
せ

ら
れ

、

　
　
立
ち

て

門
外
に

住
ま
る
。

女

子

　
沈
の

事
散
ず
る

を

見
て

、

力

　
　
も
て

助
か

る

有
る

を

知
り、

因
り

て

泣
涕
し

、

金

釧
一

双

及
び

　
　

臂
上
の

雑
宝
を

脱
し
、

沈
に

託
し

て

主

者
に

与
へ

、

救
済
せ

ら

　
　
れ
ん
こ

と

を

求
む
。

沈
即
ち

為
に

之
に

請
ひ

、

並
び
に

釧

物
を

　
　
進
む
。

良
や

久
し

う
し

て

出
で

、

沈
に

已
に

論
ぜ

ら

れ、

秋
英

　

　
も

亦
同
じ

く

去
ら
し

む
と

語
る
、

秋
英
は

即
ち

此
の

女
の

名
な

　

　
り

。

）

（

『

異

苑
』

謝
）

こ

の

二

つ

の

説

話
は
、

死
者
が

天
に

赴
く
説
話
で

あ
る

。

し

か

し
、

天
の

官
僚

組
織
の

描
写
は

、

と

も
に

従
来
の

描
写
と

比
べ

て

具
体
的

で

細
か

く

な
っ

て

い

る
。

こ

の

舞
台
を

天
か

ら

泰
山
に

変
え
て

も

見

分
け
が
つ

か

な
い

ほ

ど
、

そ
の

描
写
は

似
通
っ

て

い

る

と

言
え
よ

う
。

　
こ

れ

ら
の

例
か

ら
わ

か

る

よ

う
に
、

描
か

れ
る

世

界
は

天
で

あ
る

に

か

か

わ

ら
ず

、

そ
の

描
写
は

泰
山

説
話
と
か

わ

ら
な
い

。

こ

れ
も

ま
た

、

北
の

説

話
で

あ
っ

た

泰
山

説

話
が
、

南
へ

流
入

し
、

南
の

天

の

説

話
に

影
響
を

与
え

た

と

い

う
こ

と
が

で

き
る

だ

ろ

う
。

　

　

　
三
　
　
『

冥

祥
記
』

に

お
け

る

天

と

泰
山

　
斉
の

時

代
に

編
ま

れ
た

『

冥

祥
記
』

は
、

仏
教
喧

伝
と

い

う
明
ら

か

な

意
図
の

も
と

編
纂
さ

れ
て

お

り、

そ
の

点
で

他
の

『

捜
神
記
』

な
ど
の

志

怪
小

説
集
と

異
な
っ

て
い

る
。

ま

た

そ

の

題
名
か

ら
も

明

ら
か

な

よ

う
に

、

人
の

死
に

か

か

わ

る

も
の

が
、

そ
の

中
に

数
多
く

収
め

ら

れ
て

い

る
。

全

＝一

＝

話
中、

死

後
の

行
き

先
に

関
し

て

述

べ

る

も
の

も、

二

九
話

見
ら
れ
る

。

　
し

か

し
、

明

確
に

死

者
の

行

き
先
を

語
る

も
の

は

少
な

く、

泰
山

も
し

く

は

府
君
と

い

う

名
称
が

見
ら
れ

る

も
の

は

四

話、

天
と
い

う

名

称
が

見

ら
れ
る

も
の

は

三

話
に

過

ぎ
な
い
。

以
下

、

話
を

要

約
し

た

も
の

が

そ
れ
で

あ
る

。

　

　
◎
晋
の

趙

泰

（

清
河
郡

貝
丘

県
の

人
）

が

死
ん

で

冥

界
に

行
き、
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府
君
の

取
調
を

受
け
て

、

福
舎
と

地

獄
を

巡
っ

て

か

ら

生

き
返

る
。

【

府
君

西
向

坐
】

（

『

冥
祥
記
』

4
）

◎
晋
の

孫
稚
（

般
陽
県
の

人
、

父
は

そ
の

後
武

昌
に

移

住
）

が

死
ん

で

生

き
返
り
、

「

外
祖

父
が

泰
山

府
君
と

な
っ

て

お

り
、

今
自

分
は

福
堂
に

い

る
。

自
分
は

も

う
す

ぐ
国
王

の

家
に

生
ま

れ

変
わ

り
、

仲
間
は

第
六

天
に

生
ま

れ

変
わ
る
一

と

語
る
．

【

説

其
外
祖

父
為

太
山

府
君
】

（

『

冥

祥
記
』

25
）

◎
宋
の

陳
安
居

（

襄
陽
の

人
）

が

死
ん

で

冥
界
に

連
れ
て

行
か

れ
る

が
、

仏
に

帰

依
し

大
徳

あ
る

人

物
で

あ
る

た

め
、

府

君
の

は

か

ら
い

に

よ
っ

て

生

き
返
る

。

【

府
君

無
教
】

（

『

冥

祥
記
』

64
）

◎
宍
の

李
旦

（

広
陵
の

人
）

が

府
君

に

よ
っ

て

冥
界
に

呼
ぼ
れ、

世
に

知
ら
さ

せ

る

た

め

と
い

っ

て
、

地
獄
を

見
せ

ら
れ、

生
き

返
る

。

【

称
府
君

教
喚
】

（

『

冥
祥
記
』

76
）

◎
晋
の

史

世
光
（

襄
陽
の

人
）

が

武

昌
で

死
ぬ

。

世
光
は

霊
と

し
て

現
わ

れ
、

世

光
の

家
の

婢
で

あ
っ

た

張
信
に
、

自
分
は

支

和
尚
の

お

か

げ
で

第
七

梵
天
に

上

ぽ

る
こ

と
が
で

き
た

と

告
げ

る
。

そ
し

て

自
分
が

生

前

寄
進
し

た

二

つ

の

旛
を

張
に

と
っ

て

こ

さ
せ
、

天
の

門
に

入
っ

て

行
く．、

そ
の

時
六

歳
に

な
る

子
が

、

祖
穏

に

「

父
さ

ん

が

飛
ん

で

天
に

上

ぼ
っ

て

行
く．、

お

ぽ
あ
さ

ん

見
え
ま

す
か
」

と
い

う
。

【

阿
爺
飛
上

天
】

（

『

冥

祥
記
』

21
）

◎
宋
の

司
馬

文
宣
（

河
内
の

人
）

の

弟
は

亡

く
な
る

。

弟
が

鬼

と

な
っ

て

あ
ら
わ

れ
、

飲

食
を

求
め

る
。

そ
の

夜
、

文
宣
の

夢

　
　
に

ま

た

弟
が

現
わ

れ
、

自
分
は

天
に

生
ま
れ

変
わ

り、

昼
間
現

　
　
わ

れ

た

鬼
は

自
分
で

は

な

い

こ

と

を

告
げ
る
。

【

応
得
生

天
】

　
　

（

『

冥

祥
記
』

80
）

　
　

◎
宋
の

蒋
小
徳
（

江

陵
の

人
、

兵
州

刺
史
）

が

病
で

死
ぬ

。

死

　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　
む

　
　
ん

で

王
に

召
さ

れ
て

「

天
帝
が

あ
な
た
の

仏

法
を

奉
じ
る
こ

と

　
　
の

厚
い

こ

と
か

ら
、

す
み

や

か

に

善
き

地
に

生

ま
れ

変
わ
る

よ

　
　
う
に

と
の

こ

と
で

あ
る

。

あ

な
た

は
こ

れ
か

ら

天

中
の

快
楽
を

　
　
受

け
ら
れ
る

の

だ
」

と

告
げ
ら

れ
る
。

【

君

今
日

将
受

天

中

快

　
　
楽

欣
然
】

（

『

冥
祥
記
』

贈
）

今
、

こ

こ

に

挙
げ
た

七
話
に

関
し

て
、

最

初
の

四

話
が

泰
山
に

ふ

れ

た

も
の

、

後
の

三

話
が
、

天
に

ふ

れ
た

も
の

で

あ
る
。

『

冥
祥
記
』

の

こ

の

泰
山
と

天
の

分
布
を

地
図
上
に

表
わ
し

て

み

る

と
、

図
2
の

よ

う
に

な
る．．

こ

の

分

布
か

ら
、

『

冥

祥
記
』

に

お

い

て

泰

山
の

名
称
は

淮
水
を
越
え
た

南
の

地
方
に

多
く
見
る
こ

と

が
で

き
、

天
の

分
布
は

北
と

南
に

関
係
な

く
広
が
っ

て

い

る

こ

と

が

わ
か

る
。

　
さ

ら
に
、

泰
山
に

関
し

て

は
、

そ
の

冥
界
が

泰
山
に

あ
る

と

明

確

に

書
か

れ
て

い

る

も
の

は
、

｝

例
も
な
い

。

上
の

四

話
に

共
通
し

て
、

泰

山
府
君
も
し

く
は

府
君
と

い

う

役
職
名
で

表
記
さ

れ
る

の

み

で

あ

る
。

つ

ま

り
『

冥

祥
記
』

以
前
の

説
話
集

、

『

捜
神
記
』

な
ど
に

見
ら

れ
た

死

者
が

泰
山
へ

赴
く
と

い

う
モ

チ

ー

フ

の

上

で

泰
山
と
い

う

名

称
が

使
わ
れ

る

の

で

は

な

く、

泰
山

府
君
と
い

う

役
職
名
で

の

み

登

場

す
る

の

で

あ
る

。

　
一

方
の

天
は
、

ど

う
で

あ
ろ

う
か
。

『

冥
祥
記
』

以
前
の

天
は

次
の
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冥

図 2　 冥 祥記にお ける死後の世界 の分布

よ

う

な

描
写
で

表

現
さ
れ

た
。

　
　
吏

入
将
上

天、

見

官
府

（

吏

人
　
将
ゐ

て

天
に

上

ぽ

り
、

官
府

　
　
を

見
る

）

（

『

捜
神

記
』

緇
）

　
　
死

時
、

天

使
其
為
酒

蔵
吏

、

授

符
録

、

給
吏

従
幡
麾

、

将
上

蓬

　
　
莱、

崑
崙
、

積
石、

太
室

、

廬
、

衡
等
山

。

（

死

す
る

時
、

天

　
　
　
其

れ
を
し

て

酒

蔵
吏
と

為
ら

使
め

、

符
録
を

授
け、

吏
を

給

　
　
ひ

幡

麾
を

従
へ
、

将
ゐ

て

蓬
莱

、

崑

崙、

積
石

、

太

室
、

廬、

　
　
衡
等
の

山
に

上
る

。

）

（

『

捜
神
記
』

躅
）

そ

れ
が

『

冥
祥

記
』

で

は
、

　
　
世
光

与
信
、

於
家
去
時

、

其
六

歳
児
見

之、

指
語
祖
母
日

、

「

阿

　
　
爺
飛
上

天
、

婆
為
見
不
。

」

（

世

光
　
信
と

、

家
を

去
り

し

時、

　
　
其
の

六

歳
の

児

之
を

見
、

指
し

て

祖
母
に

語
り

て

曰

く
、

　
　
［

阿

爺
飛
び

て

天
に

上

ぽ

る
、

婆

見
る

こ

と

を

為
す
や
い

な

　
　
や
」

と
。

（

『

冥
祥
記
』

21
）

と

描
写
し

て

い

る
。

死
者
は

飛
ん

で

天
に

上
っ

て

い

て
、

そ
の

描
写

は

従
来
の

次
の

よ

う
な

表

現
と

酷
似
し

て

い

る
。

　
　
蔡
謨
在
庁

事
上
坐
、

忽

聞

隣
左

復
魄

声、

乃
出

庭
前
望

、

正
見

　
　
新
死

之
家

、

有
一

老

嫗、

上

著
黄
羅

半
袖

、

下

著
縹

裙
、

飄
然

　
　
升

天、

聞
一

喚
声、

輒
回

顧、

三

喚
三

顧
、

徘

徊
良

久
、

声
既

　
　
絶、

亦
不

復
見

。

問
喪

家、

云

亡

老
衣
服

如
此

。

（

蔡

謨
庁
事
の

　
　
上
に

在
り
て

坐

す。

忽

ち

隣
左
に

復
魄
の

声
を

聞
く

。

乃
ち

庭

　
　
前
に

出
で

て

望
め

ば
、

正
に

新
た

に

死
す
る

の

家
に
、

一

老
嫗

　
　
有
り、

上

に

黄
羅
の

半
袖
を

著
け、

下
に

縹
裙
を

著
け

、

飄
然
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と
し

て

天
に

升
る
を

見
る

。

｝

た
び

喚
声
を

聞
け
ぽ
、

輒
ち

回

　
　

顧
し
、

三

た

び

喚
べ

ぽ

三

た

び

顧
み
、

徘
徊
す
る

こ

と

良
や

久

　
　
し

く
し

て
、

声
　
既
に

絶
え
れ

ぽ
、

亦
た

復
た

見

ず。

喪
家
に

　
　

問
へ

ば、

亡

者
の

衣

服
此

く
の

如
し

と

云

ふ
。

）

（

『

幽

明

録
』

　
　
77
）

こ

の

よ

う
に
、

『

冥
祥
記
』

に

お

け
る

天
の

描

写
に

は
、

従
来
と

同

様

の

表
現
が

使
わ

れ
て

い

る
。

そ

れ
で

は
、

『

冥

祥
記
』

に

描
か

れ
る

天

は
、

そ
れ

以

前
に

描
か

れ

た

天
と

同

様
の

性
質
を

持
つ

も
の

な
の

で

あ
ろ

う
か

。

先
の

『

冥
祥
記
』

21
の

描
写
の

前
に

次
の

よ

う
な

表
現

が

あ
る

。

　
　
我
本

応

墮
龍
中、

支
和
尚
為
我
転
経
、

曇
護
曇
堅

迎
我
上

第
七

　
　
梵
天

快
楽

処

矣
（

我
本

応
に

龍
中
に

墮
つ

べ

き
に
、

支
和
尚

　
　
我
が

為
に

経
を

転
じ
、

曇
護
・

曇
堅

我
を

迎
へ

て

第
七

梵
天

快

　
　
楽
の

処
に

上

ぼ

ら
し

む
）

（

『

冥
祥
記
』

21
）

こ

こ

で

描
か

れ
る

天
は
、

従
来
の

天
と

は

異
な

り、

明
ら
か

に

仏

教

の

三

界
と

し

て

の

天
で

あ
る

。

こ

の

こ

と

か

ら
、

『

冥

祥
記
』

に

お

け

る

天
は
、

従
来
の

表
現
を

説
話
の

中
に

取
り

込
み

な
が

ら
、

そ
こ

に

仏
教
の

要

素
を

織
り

込
ん

で

い

っ

た

と

言
え

る
．

そ
し

て
、

天
そ
の

も
の

を
、

仏
教
の

考
え

る

天
に

変

質
さ

せ

て

い

っ

た
。

こ

れ

ほ

ど

は
っ

き
り

と
は

書
か

れ
て

は

い

な
い

が
、

次
の

よ

う
な

表
現
か

ら
も
、

仏
教
の

影
響
を

見
て

取
る
こ

と

が
で

き
る

だ

ろ

う。

　
　
汝

平
生

時
修

行

十
善、

若
如
経

言、

応

得
生

天。

（

汝

平
生
の

時

　
　
十

善
を

修
行
す

、

若
し

経
言
の

如
く

あ
れ
ぼ
、

応
に

天
に

生

ま

　

　
る

る

を

得
べ

し
）

（

『

冥

祥
記
』

80
）

　

ま
た
、

こ

の

よ

う
に

仏
教
と
い

う

中
国
全
土
に

広
が

り

を

見
せ

る

信
仰
を

も
と
に

描
か

れ

た

天
は

、

従
来
の

よ

う
な

地
方
性
と
い

う

も

の

は

そ
こ

に

持
ち

合
わ

ぜ

て

い

な
い

，

　

以
上

見
て

き
た

よ

う
に

、

『

冥
祥
記
』

に

い

た
っ

て
、

そ
こ

に

描
か

れ
る

泰
山
と

天
は
、

仏
教
の

影

響
の

も
と
、

大

き
く

変
化
を

と

げ、

従
来
見
ら
れ
て

い

た

地
方

的
特
徴
を

失
っ

て

い

く
の

で

あ
る

。

四

　
死
後
と

墓

　

前
章
ま

で
、

死

後
の

行
き

先
と

し

て
、

泰
山
と

墓
を

中
心
に

考
察

を
加

え
て

き
た

。

最
後
に
、

墓
に

関
し

て
、

考
察
を
加
え

た

い
。

　

死

者
を

埋
葬
す
る

墓
を

描
い

た

説
話
は

、

志
怪

小

説
集
の

中
に

お

い

て
、

非
常
に

数

多
い

。

し

か

し
、

墓
そ
の

も
の

に

別

世
界
を

構
築

す
る

も
の

は

ほ

と

ん

ど

な

い
。

単
に

、

墓
に

お

け
る

怪
異
を

語
る

素

朴
な

伝
承
と

思
わ

れ
る

も
の

が
ほ

と
ん

ど

で

あ
る

。

『

捜
神
記
』

『

捜

神
後
記
』

『

幽
明

録
』

『

異

苑
』

と

い

う、

代
表
的

な
説
話
集
の

中
か

ら、

墓
を

描
い

た

説
話
の

地
理

的
分

布
を

図
示
し

た

も
の

が
、

図
3

で

あ
る

。

　
こ

の

分

布
を
み

て

も
わ
か

る

よ

う
に
、

墓
に

関
し

て

言

う
な
ら
ば
、

そ
こ

に

地
理

的

特
徴
と

い

う
も
の

を

見
出
だ

す
こ

と
は

で

き
な
い

。

全

中

国
に
、

墓
の

説
話
は

広
が
っ

て

い

る
。

墓
を

舞
台
と
し

た

説
話

は
、

埋

葬
の

習

俗
か

ら
生
じ

て

き
た

も
の

で

あ
り、

墓
に

死
者
を
埋

葬
す
る

習

俗
は

、

全

中
国

的
な

も
の

で

あ
る

と
い

う
こ

と
か

ら、

こ
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◆ は 墓に 闘 す る 読藷

◆の 横に 1叡 それ が い か な る書綾7

に 載 せ られ て い るか を記 した．

蚕 　捜神 記

後 ．撞神後崑

幽　 囲明銀

異 ；異 苑

、
魂

、

の

点
は

説
明
が
で

き
る

で

あ
ろ

う．、

　

た

だ
、

墓
が

死

者
の

生

活
す
る

別
世

界
で

あ
る

と

い

う
こ

と

が

う

か

が

え
る

説
話
も

存
在

す
る

。

代

表
的
な

も
の

は
、

一

般
に

幽
婚
譚

と

称
さ

れ
る

も
の

で

あ
る

。

旅
人
が
、

途
中
一

夜
の

宿
を

借
り
る
。

そ
こ

に

は

女
性
が

暮
ら

し

て

い

る
。

（

も
ち

ろ

ん

男
性
の

時
も

あ

る
。

）

翌
朝
目

覚
め

る

と
そ
の

場
所
は

墓
で

あ
っ

た
、

と
い

う

よ

う

な

話
で

あ
る

。

こ

の

よ

う
な

話
で

は
、

死
者
が

墓
の

中
で

生

活
を
し

て

い

る

様

子
が

う
か

が

え

る
。

そ
し

て
、

そ
こ

に

は

墓
を

中
心
と
し

た

世

界
が

あ
っ

た

よ

う
で

あ
る
。

例
え
ぽ

次
の

よ

う
な

説
話
で

あ
る

。

　

　

◎
漢
の

時
会

稽
郡

句
章
の

人
が

日

が

暮
れ
て

も
家
に

帰
り

つ

け

　

　

ず、

か

た

わ

ら
の

火
を
と

も
し

て

い

た

小
屋
に

泊
ま
っ

た
。

そ

　

　
こ

に

は
一

人
の

少
女
が

い

た

が
、

男
と

い

っ

し
ょ

に

い

る

の

を

　

　

望
ま
な
か

っ

た

た

め
、

隣
家
の

女
を

連
れ
て

き
た

。

彼
女
は
、

　

　

姓
は

瞭
名
は

阿
登
と

歌
う
。

翌

朝、

食
べ

物
を

売
っ

て

い

た

女

　

　

性
に

こ

の

こ

と

を

話
す
と
、

そ

れ
は

私
の

娘
で
、

最

近
死
ん

だ

　

　
の

で

誠
外
に

葬
っ

た

の

で

す
、

と

言
っ

た
。

（

『

捜
神
後
記
』

　

　
53
）

こ

の

説
話
に

お

い

て

は
、

隣
家
の

女

性
の

存
在
が

見
て

と

れ
る

。

つ

ま

り、

墓
の

中
で
一

人
の

女
性
が

た

だ

暮

ら
し
て

い

る

の

で

は

な
く

、

他
の

墓
に

住
む

女
性
と

の

交
渉
が

あ
っ

た

こ

と
が

わ
か

る

で

あ
ろ

う
。

し

か

し
、

泰
山
や

天
に

あ
っ

た

よ

う

な
明

確
な

社
会

構
成
で

あ
っ

た

か

ど

う
か

ま
で

は
、

踏
み

込
ん

で

語

ら
れ
て

は

い

な
い
。

さ

ら
に

次

の

よ

う
な

話
も
存
在

す
る

。
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◎
永
和
の

頃
、

義
興
の

出
身
の

周
と
い

う

人
物
が

、

二

人
を

伴

　
　

に

旅
を
し

て

い

た
。

途
中
日
が

暮
れ
て

、

女
性
の

住
ん

で

い

る

　
　

小
屋
に
一

夜
の

宿
を

借
り
る

。

彼
女
は

周
の

た

あ

に

火
を

た

き

　
　

食
事
の

支
度
を
し

て

く
れ
た
。

夜
更
け
に

、

家
の

外
に

彼
女
を

　
　

呼
ぶ

声
が

し

て
、

彼
女
に

役
人
が

雷
車
を

押
す
こ

と

を

求
め

て

　
　

い

る

と

告
げ
る

。

彼
女
は

出
か

け
て

い

っ

た

が
、

そ
の

夜
は

非

　
　

常
な

雷

雨
で

あ
っ

た
。

翌

朝
出

発
し

た

周
が

、

昨
晩
泊
ま
っ

た

　
　

場
所

を
み

て

み

る

と
、

新
し

い

塚
で

あ
っ

た
。

（

『

捜
神
後
記
』

　
　

55
）

こ

の

説
話
で

は
、

宿
を

借
し

て

く

れ
た

女
性
が

、

役
人
に

呼
ば

れ
て

雷
車
を

押
し

に

出
か

け
て

い

っ

て

し

ま
う
。

こ

の

話
は

舞
台
が

淮
水

以
南
で

あ
る

た

め
、

恐
ら

く
は

天
の

役
人
か

ら
の

命
で

あ
っ

た

と

思

わ

れ
る
。

こ

こ

で

は
、

天
と

墓
と

が

つ

な
が
っ

て

い

る
こ

と
が

う
か

が

え
る
。

　
し

か

し
、

こ

の

よ

う
な

例
は

こ

れ

以
外
に

見
出
だ

す
こ

と
は

で

き

ず
、

墓
と

冥
界
を
つ

な

げ
て

構
築
さ

れ

る

物

語
は

、

こ

れ
以

降
も

展

開
を

み

せ

な
い

。

『

冥
祥
記
』

に

い

た
っ

て

は
、

墓
を

描
い

た

説
話
は

一

例
も

存
在
し

な
い

の

で

あ
る

。

素
朴
な

考
え

方
で

あ
っ

た

墓
を

中

心

と
し

た

冥

界
観
は
、

天
や

泰
山
と

結
び
つ

い

て
一

つ

の

世
界
を

構

築
す
る
こ

と
は

で

き
ず、

さ

ら

に

は

仏

教
の

影

響
下
に

あ
る

説
話
に

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

む

お

い

て

は

ほ

と

ん

ど

語
ら

れ
る
こ

と
が

な

く
な
っ

て

い

く
の

で

あ
る
。

お

わ
り

に

　

前

野
直
彬

氏
は
、

六

朝
よ

り

前
の

死

後
の

世

界
に

つ

い

て
、

1
人
間
が

死
ね

ぽ
、

魂
は

肉

体
と
と

も
に

地
下
に

入

る
。

2
人
間
が

死
ね
ぽ
、

肉

体
は

地

下
に

入
り
、

魂
は

天
へ

昇
る

。

3
人

間
が

死
ね

ぽ
、

魂
は

蒿
里
へ

連
れ
去
ら

れ
る

。

と

い

う
三

つ

の

考
え

方
が

あ
っ

た

と
さ

れ
、

3
は

ー

の

発
展
し
た

も

の
、

1
と

2
の

問
に

は

時

間
的

先
後
関
係
は

つ

け
に

く
い

、

と

述
べ

ら
れ
る
。

さ

ら
に
、

「

魏
晋
の

こ

ろ
、

志
怪
と

総
称
さ

れ
る

小
説
類
が

生
み

出
さ

れ
る

よ

う
に

な
っ

た

と

き、

こ

れ

ら
の

諸
観
念
が

な
お

雑

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

お

然
と

し

て

共

存
し

て

い

た

ら
し

く

見
え
る
」

と

指
摘
さ

れ
る

。

　

し

か

し
、

前

章
ま

で

に

見
て

き
た

よ

う
に
、

そ
の

舞
台
と

な
る

地

名
に

注
目

し

分

類
整
理
を
お

こ

な

う
と

、

死
後
の

世
界
は

さ

ま

ざ
ま

な

考
え

方
が

雑
然
と

あ
っ

た

の

で

は

な
く

、

地

方
に

よ

っ

て

違
う
世

界
が

存
在
し

て

い

た
、

と

考
え

ら
れ
る

の

で

は

な
い

か
。

つ

ま

り、

死

後
の

行
き
先
と
し

て
、

淮
水
を

挟
ん

で

北
で

は

泰
山
が

、

南
で

は

天
が
、

そ
れ

ぞ
れ

考
え

ら
れ
て

い

た

の

で

あ
る

。

こ

れ
は

、

六

朝
以

前
の

『

楚
辞
』

や

馬
王

堆
漢
墓
出
土
の

考
古
学
資
料
よ

り

も
明

ら
か

な
よ

う
に

、

長
い

歴
史
を

持
つ

考
え

方
で

あ
っ

た

よ

う
で

あ
る

。

　
し

か

し
、

人
の

移
動
や

仏
教
の

盛
行
に

と

も
な
い

、

泰
山

を

中
心

と
し

た

北
の

考
え

方
が

南
へ

と

流
入
し

混
淆
を

は

じ
め

る
の

で

あ
る

。

一

方、

天
や

泰
山
の

考
え

方
と

並
立

し
た

形
で
、

墓
も
死

後
の

行
き

先
と
し

て

考
え

ら
れ
て

い

た

が
、

そ
の

分
布
は

全

中
国
的
な

も
の

で
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あ
っ

た
．

そ
し

て

六

朝
末
に

な
る

と
、

天
と

泰

山
の

二

つ

の

考
え

方

は
、

仏
教
の

中
に

取
り

込
ま

れ
、

従
来
の

特
徴
は

失
わ

れ
て

い

く．、

墓
に

関
し

て

い

う
な

ら
ぽ

、

仏
數
説
話
の

中
で

は

語
ら

れ
な

く
な
っ

て

い

く
の

で

あ
る

。

　

本
論
文
で

は
、

六

朝
の

志
怪

小

説
と
い

う

非
常
に

限
ら

れ
た

ジ
ャ

ン

ル

の

中
で
、

該
当
の

説

話
を

抜
き
出
し

て

考
察
を

加
え
た

も
の

で
、

話
の

例
は

数
的
に

も
そ

れ
ほ

ど

多
い

と

は

い

え

な
い

。

し

か

し
、

当

時
の

民

間
伝
承
を

色

濃
く

残
す

志
怪

小

説
集
を
、

こ

の

よ

う
な

形
で

分
析
す
る

の

は

意
味
有
る

も
の

と

考
え
る

。

ま

た
、

従

来
雑
然
と

し

て

多
岐
に

わ
た
っ

て

い

る

よ

う
に

思
わ

れ
て

き
た

死
を

描
い

た

説
話

に

つ

い

て
、

地
方

性
と
い

う

も
の

に

着
目

す
る
こ

と
に

よ
っ

て
、

　一

つ

の

新
し

い

視
座
が

生
ま

れ
て

き
た

と

思
わ

れ
る

。

つ

ま
り
、

六

朝

頃
ま
で

は
、

死
に

対
し

て

少
な
く

と

も
二

つ

の

異
な
る

文
化
圏
が
、

淮
水
を
挟
ん

で

存

在
し

て

い

た

と

考
え

る
こ

と
が
で

き
る
の

で

あ
る

。

そ

れ
が
、

時

代
の

変
遷
に

と

も
な
っ

て
、

混
淆
を

し

て

い

く
。

そ

の

変
化
の

様
子
が
、

志
怪

小
説
と

い

う

題
材
を

通
し

て

読
み

と

れ
る

で

あ
ろ

う
．

こ

れ
は
、

な
か

な
か

見

え
て

き
に

く
い
、

中
国

文
化
の

地

方
牲
を

説
話
を

通
し

て

読
み

解
く
一

つ

の

試
み

と
し

て
、

意
味

あ
る

も
の

で

あ
る

と

考
え
る．、

　

（

注
）

 
　
張
軍
『

楚
国

神
話

原
型
研
究
』

（

文
律
出

版
社

　
］

九
九
四

年
）

 

曽
布
川

寛
『

崑

崙
山
へ

の

昇

仙
』

（

中
公

新
書

一

九
八
一

年
）

　
こ

の

中
で

曽
布
川
氏
は

次
の

よ

う
に

述
べ

る
。

　

さ
て

、

こ

れ

ら

昇
仙

図
の

内
容
を

検
討
す
る

と
、

当
時
の

人
々

の

　

考
え
た

昇

仙
の

具
体
的
形

式
が

知
れ
る
．−

時
代

、

地
域
に

応
じ
て

　

変
化
が

あ
る

が
、

基
本
的
に

は

人

間
が

死
ぬ

と

そ

の

死

者
の

も
と

　
へ
、

天
上
の

天

帝
か

ら

使
者
が

遣
わ
さ

れ
、

崑

崙
山
か

ら
も

迎
え

　
の

神
が

降
り
、

こ

こ

に

死
老
は

乗
り

物
に

の

っ

て

毘
崙
山
へ

と

昇

　

仙
す
る

と
い

う
点
で
一

致
す
る
。

 

前

野
直

彬
「

冥

界
游
行
」

（

『

中

国
文
学
報
』

第
十
四
・

十
五

輯

　

　
】

九
六
一

年
）

。

こ

の

他
に

も、

中
野
美
代
子
「

中
国

人
に

お

け

　

る

死
と

冥
界

−
地

獄
を
デ
ザ

イ
ン

す
る

ま
で
」

「

古

代
中

国
人
の

　
一

あ
の

世
一

観

−
地
獄
の

地
理

学
一

（

と

も
に

『

ひ
レ“

う
た

ん

漫
遊

　

録
』

朝
日

新
聞

社
　
一

九
九
一

年
所
収
）

、

富
永
一

登
一

六

朝
志
怪

　
に

見
え
る

鬼
に

つ

い

て
」

（

宇
部
工

業
高
等
専

門
学

校
研

究
報
告

　

27
号

　
一

九
八
一

年
）

秋
田

成

明

コ
ハ

朝
志
怪
に

あ
ら
わ

れ
た

霊

　

異

観
念」

（

甲
南

大
学
紀
要

文
学
部
25
　
一

九
七

七

年
）

な

ど

が

　

あ
る

。

ま
た

竹
田

晃
「

中

国
の

幽

霊

ス
東
京
大
学
出

版
会

　一

九

　
八

〇

年
）

の

中
に

も

言

及
が

あ
る．、

 

こ

の

数
字
は
、

魯
迅

輯
『

古

小

説
鉤

沈
』

所
収
『

列
異

伝
』

の

　

話
に

通
し

番
号
を

つ

け
た

も
の
．．

以
下

『

古
小
説
鉤

沈
』

所
収
の

　

志
怪
書
の

番
号
も
同
じ

．

『

古
小

説
鉤
沈
』

の

テ

キ

ス

ト

と

し

て

　
は
、

魯
迅
三

十
年
集
六
・

七

（

新
芸
出

版
社
　
一

九
六

七

年
）

を

　

使
用
し
、

魯
迅
全

集
第
八

巻
（

人
民

文

学
出

版
社

　
一

九
七

三

　

年
）

、

各
種
類
書
を

随

時
参
照
し

た
。
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こ

の

数

字
は

、

『

捜
神
記
』

の

話
に

通
し

番
号
を
つ

け
た

も
の

。

　

テ

キ

ス

ト

と

し
て

は
、

汪

紹
楹

校
注

本
（

中

華
書
局

　
一

九
七

九

　

年
）

を

使
用
し

た
。

 

こ

こ

に

は
、

泰
山
と
い

う

名

称
が

見
ら
れ

る

も
の

だ

け
を

挙
げ

　

た
。

 

こ

の

数
字
は

『

捜
神
後
記
』

の

話
に

通
し

番
号
を
つ

け
た

も
の

　
で

あ
る

。

テ

キ
ス

ト

と
し

て

汪
紹
楹
校

注
本

（

中

華
書
局
　
一

九

　
八
一

年
）

を

使
用
し

た
。

 

北
中
郎
将
府
索
盧
貞
は
、

も
と

荀
羨
の

官
吏
で

あ
っ

た
。

荀
羨

　
は

、

京
囗

に

駐
屯
し

て

い

た

こ

と
か

ら、

こ

こ

で

は

京
口

を

舞
台

　
と

考
え
る

。

 

こ

の

数
字
は

『

異

苑
』

の

話
の

通
し

番
号
で

あ
る

、

テ

キ
ス

ト

　
と

し
て

は

学
津
討
原

本
を

使
用
し

た
，

 

こ

れ
と

同
話
が

『

異

苑
』

謝

に

お

さ
め

ら
れ
て

お
り

、

そ
こ

で

　
は

「

臨
海
楽
安
章
沈
」

と

あ
る
。

 

沢
田

瑞
穂
『

地
獄
変
』

（

平

河
出

版
社

一

九
九
一

年
）

な
ど
に

　

詳
し
い

。

 

『

幽
明
録
』

嘶
・

『

冥
祥
記
』

4

 

原
文
「

帝
」

。

今
、

「

天

帝
」

と

解
釈
す
る

。

 

仏
教
に

お
い

て

は
、

人
は

死
ね

ぽ

「

成
仏
」

す
る

か

「

輪
廻
転

　
生
」

す
る

か

の

基
本
的
に

は

二

つ

で

あ
る

。

こ

の

よ

う
な

考
え

方

　
の

も
と
で

は
、

墓
は

や
は

り

重
要
な
モ

チ

ー

フ

と

な
り

得
な
か
っ

　
た

と
思
わ

れ
る

。

基
本
的
に

仏
教
と

墓
と
は

関
係
な
い

の

で

あ
る

、

　
こ

れ
に

関
し

て
、

加
地

伸
行
氏
は
「

儒

教
と
は

何
か
」

（

中
公

新
書

　
　
一

九
九
四

年
）

な
ど
の

論
考
で

詳
し

く
述
べ

ら
れ
て

い

る
。

 

前
野
直
彬
前

掲
書
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